
「アイザィア・バーリンの生涯と思想」訳者解題（『思想』第1166号、岩波書店、2021年） 

　本論文の初出は次のとおりである。Joshua L. Cherniss and Henry Hardy, “The Life and 
Opinion of Isaiah Berlin,” in Joshua L. Cherniss and Steven B. Smith eds., Cambridge 
Companion to Isaiah Berlin (Cambridge University Press, 2018), pp.13-30. タイトルはバーリン
自身の論文「モーゼス・ヘスの生涯と思想」を意識したものだと思われる（『バーリン選集３　ロ
マン主義と政治』福田歓一・河合秀和編、岩波書店、一九八四年所収）。以下では、著者二人の来歴、
論文の内容、訳出で留意したことにつき、簡単に触れておきたい。 

　ヘンリー・ハーディ（一九四九～）は、英国の研究者・編集者で、バーリンとは深い関わり合い
をもつ。若きハーディは、バーリンが設立に携わり、初代学長を務めたウォルフソン・カレッジの
大学院生であった。一九七四年、彼はバーリンにその論文やエッセイを編集して公刊したいと申し
出る。バーリンは自身の文献目録を記録しておらず、何をどれだけ書いたのかすら忘れていたとい
う。ゆえに彼は、「生涯の大半、僅かしか書かないという偽りの名声を勝ちえていた」。 

　数十年におよぶハーディの編纂――大量の出典の同定や不正確な参照の訂正を含む――は、こ
うした状態を正した。彼の仕事がなければ、実際、バーリンがこれほどまでに読みつがれること
はなかっただろう。ハーディは、オックスフォード大学出版会の編集者などを歴任し、多数の論
集や編著にかかわった。In Search of Isaiah Berlin: A Literary Adventure (Tauris Parke, 2018) は、
ライフワークたるバーリンの編集＝研究の集大成となっている。この二〇二一年には重い心臓発
作に見舞われたものの、緊急手術が功を奏し、一命をとりとめられたようである。 

　ジョシュア・L・チュルニス（一九七九～）は、一九～二〇世紀の政治思想を専門とする若手研
究者で、二〇一四年にジョージタウン大学に着任し、現在は同大学の准教授である。A Mind and 
its Time: The Development of Isaiah Berlin's Political Thought (Oxford University Press, 2013) で
は、資料の博捜にもとづき、通例は後期バーリン思想の特徴とされる価値多元論の萌芽が、戦間
期の時代状況への応答というかたちで、比較的初期からすでに形成されていたというテーゼを提
出している。さらに同書では、消極的自由／積極的自由の形成過程が丁寧に辿られ、ともすると
単純に捉えられがちなこの二分法が、ニュアンスに富んだものであることも論じられている。 

　近著として、Liberalism in Dark Times: The Liberal Ethos in the Twentieth Century (Princeton 
University Press) の公刊が予告されている。この本では、バーリンをはじめ、ウェーバー、ニー
バー、アロン、カミュといった現実政治にもコミットした思想家の事例に即しつつ、彼らがいか
なるリベラルな政治的エートスをもって反リベラリズムの挑戦に対峙したかが考察されるとい

アンチ

う。今後一層の活躍が期待される研究者である。 

　本論文は、新旧二人の名うてのガイドによる、バーリンの簡潔な紹介といえる。大きくは前半
部（一節）と後半部（二節～四節）とに分かれ、彼の生涯と思想とがそれぞれ手際よく論じられて
いる。一九〇九年に生まれ、九七年に亡くなったバーリンの人生は、第一次世界大戦の勃発から
ソ連解体までの「短い二〇世紀」（E・ホブズボーム）をすっぽりと包み込む。両極端の時代とも称

エクストリームス

されるこの世紀に劣らず、バーリンの生涯もまた起伏に富むものだった。ロシア、イギリス、ユダ
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ヤという三層のアイデンティティをもち、学究のみならず実務家としても活躍し、様々な人々との
交際（読書による過去の人物との対話も含んでよいだろう）を心底から楽しんだ、例外的な時代におい
て例外的な生を全うしたひとりの人間。そのようなバーリンの姿が、生き生きと描写されてい
る。 

　彼の生涯に関心をもたれた読者は、マイケル・イグナティエフによる定評ある伝記を紐解かれる
のもよいだろう（『アイザイア・バーリン』石塚雅彦・藤田雄二訳、みすず書房、二〇〇四年）。綿密な
インタビューにもとづくバーリン公認のこの伝記は、あたかも大河ドラマを観るように読むこと
ができる。また、本論文には姿を見せないが、オックスフォードの同僚にして親しい友人であっ
たハートの伝記が今年翻訳された（ニコラ・レイシー『法哲学者 H．L．A．ハートの生涯』中山竜一・
森村進・森村たまき訳、岩波書店、二〇二一年）。この本では、ハートの生涯にとって、様々な意味
でバーリンが特別な存在であったことが明らかにされている。 

　バーリンの思想はすこぶる多面的だが、それらを整合的に捉えるものとして、著者たちは
「ヒューマニズム」という視点を設定する。これは、単純な人道主義や博愛主義ではなく、複合
的な性質を有すものとしての人間――人間性という曲がった材木――を、力ずくで制馭すること

ヒューマニティ

なしに理解・配慮しようとする精神や気質を意味する。かつて渡辺一夫は、ユマニスム（ヒューマ
ニズム）の精神を、「それは人間であることとなんの関係があるのか」と言い表したが（『ヒュー
マニズム考』）、本論文は、現代のユマニスト・バーリンの姿を浮き彫りにするものといえる。 

　自由論、価値多元論（悲劇性の認識）、政治的リアリズムといった、本特集号でも論じられる彼
の政治理論上のテーマは、いずれも煎じ詰めれば「人間であること」と深く関連している。バーリ
ン的ヒューマニズムという視点は、彼の内在的理解や解釈にとどまらず、政治理論一般にとっても
有効な分析枠組たりえるだろう。バーリンのヒューマニズムについて、より詳しくは、チュルニ
スの A Mind and Its Time を参照されたい。 

　最後に、翻訳にまつわる補足をしておきたい。idea(s)は基本的に「観念」としたが、文脈に応
じて訳語を変えた。たとえば、history of ideas は「思想史」とした。もっとも、バーリン流の
思想史は、超歴史的な観念それ自体の発展史でも歴史的コンテクストの再構成でもなく、「政治
理論や社会研究のみならず、ハイ・カルチャーの多様な側面――哲学、文芸、音楽、芸術――をも
含むものとして理解されたものである」。 humanity は「人間性」としたが、humanism はその
まま「ヒューマニズム」と訳出した。意味は先述したとおりである。書簡からの引用には口語体
を用いた。訳者はバーリン研究の専門家でないこともあり、誤訳や誤解が残っているかもしれな
い。読者のご海容を乞う次第である。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中将人） 
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